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令和６年中における火災の概要 

 

 令和６年中に敦賀美方消防組合管内では２８件の火災が発生し、建物焼損面

積は、１８０．９０㎡、全損害額は４，７０６万３千円であり、死者 1名、負

傷者１名が発生している。 

 

１ 出火件数 

（１）出火件数 

   出火件数は２８件で、前年と比較して８件増加している。構成市町別で

は、敦賀市２２件、美浜町３件、若狭町（三方地域）３件となっており、

前年と比較して敦賀市は６件、美浜町は１件、若狭町（三方地域）は１件

増加している。 

（２）火災種別 

   火災種別は、建物火災が１３件（４６％）、車両火災が７件（２５％）、

船舶火災が１件（４％）、その他の火災が７件（２５%）となっており、前

年と比較して、建物火災は１件、車両火災は５件、船舶火災は１件、その

他の火災は１件増加している。 

（３）四季別 

   四季別にみると次のとおりである。 

   春季（３月～ ５月）  ６件（建物４、その他２） 

   夏季（６月～ ８月）  ８件（建物３、車両４、その他１） 

   秋季（９月～１１月）  ５件（建物１、車両２、船舶１、その他１） 

   冬季（１２月、１月、２月）  ９件（建物５、車両１、その他３） 

（４）出火率 

   出火率（人口１万人当たりの出火件数）は３．６で、前年と比較して１．

１ポイント増加している。 

 

２ 損害額 

  火災による損害額は４，７０６万３千円で、前年に比べ３億４，３５５万

２千円の減少となった。 

  火災 1件当たりの損害額は１６８万１千円（前年１，９５３万１千円）と

なっている。 

  火災種別では、建物火災が２,６６７万円（同３億５,１７１万８千円）、車

両火災が２，０３４万円（同３１１万５千円）、次いで船舶火災が５千円（同

０円）、その他火災が４万８千円（同３，５７８万２千円）となっている。 

 

３ 焼損面積と焼損棟数 

  建物火災の焼損面積は、焼損床面積が１８０．９０㎡（前年７，２０１．
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９１㎡）、焼損表面積は２１．２９㎡（同４６．６７㎡）で、1件当たり焼損

床面積１３．９２㎡（同６００．１６㎡）、焼損表面積１．６４㎡（同３．８

９㎡）が焼損したことになる。 

  また、焼損棟数は１５棟（同２２棟）で、全焼１棟（同７棟）、半焼１棟（同

３棟）、部分焼７棟（同７棟）、ぼや６棟（同５棟）となっている。 

 

４ 出火原因 

  原因別出火件数は、「裸火」が９件で第１位、「摩擦による熱」が５件で第

２位、「高温気体による熱」が４件で第３位となっている。 

 

５ 死者、負傷者 

  死者は１人（前年１人）、負傷者は１人（同７人）となっている。 

 

６ 火災覚知状況 

  火災覚知状況は、火災報知専用電話（１１９番）によるものが２４件（８

６％）で、そのうち携帯電話によるものが２１件となっている。その他は、

加入電話２件、その他（中日本高速）２件となっている。 

 

 

 以上、令和６年中における管内の火災概要について述べたが、前年と比べ火

災件数は増加しているものの、焼損面積及び損害額は大幅に減少している。こ

の背景にあるのは、大規模な事業所における火災が減少した反面、車両火災が

多数発生したためであり、管内は交通の要所として変貌しつつあり、工夫した

火災予防対策が重要になってくると考える。 

 火災の出火原因を見てみると、「裸火」による人為的要素が関係する火災が多

いものの、以前とは様相が異なり「機械や器具による摩擦熱等」が起因する火

災が増加するなど、多種に及んでいる。社会資本は高度経済成長期に集中的に

整備され、今後急速に老朽化することが懸念されており、今後２０年間で、建

設・使用後５０年以上経過する施設や機器等の割合は加速度的に高くなるため、

建物・設備等の適切な維持管理や防火対策を推進するにあたり、より広い年代

に分かりやすい広報を実施していく必要がある。 
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第１表 令和６年　火災の概況と前年比較

区                        分 単位
令和６年

（Ａ）
令和５年

（Ｂ）
前年比較

（Ｃ）
増減率％

(C/B)×100
出 火 件 数 件 28 20 8 40.0
　建　　　　物 件 13 12 1 8.3
　林　　　　野 件 0 0 0 0.0
　車　　　　両 件 7 2 5 250.0
　船　　　　舶 件 1 0 1 △100.0
　そ　の　他 件 7 6 1 16.7
焼 損 棟 数 棟 15 22 △ 7 △ 31.8
　全　　　　焼 棟 1 7 △ 6 △ 85.7
　半　　　　焼 棟 1 3 △ 2 △ 66.7
　部　分　焼 棟 7 7 0 0.0
　ぼ　　　　や 棟 6 5 1 20.0
建 物 焼 損 床 面 積 ㎡ 180.90 7,201.91 △ 7,021.01 △ 97.5
建 物 焼 損 表 面 積 ㎡ 21.29 46.67 △ 25.38 △ 54.4
林 野 焼 損 面 積 ａ 0 0 0 0.0
死 者 人 1 1 0 0.0
負 傷 者 人 1 7 △ 6 250.0
り 災 世 帯 数 世帯 6 12 △ 6 △ 50.0
　全　　　　損 世帯 0 1 △ 1 0.0
　半　　　　損 世帯 3 5 △ 2 400.0
　小　　　　損 世帯 3 6 △ 3 △ 50.0
り 災 人 員 人 13 36 △ 23 △ 63.9
損 害 額 千円 47,063 390,615 △ 343,552 △ 88.0
　建　　　　物 千円 26,670 351,718 △ 325,048 △ 92.4
　林　　　　野 千円 0 0 0 0.0
　車　　　　両 千円 20,340 3,115 17,225 553.0
　船　　　　舶 千円 5 0 5 △100.0
　そ　の　他 千円 48 35,782 △ 35,734 △ 99.9
1 件 平 均 損 害 額 千円 1,681 19,531 △ 17,850 △ 91.4
1 日 平 均 損 害 額 千円 129 1,070 △ 941 △ 87.9
建物火災の1件平均損害額 千円 2,052 29,310 △ 27,258 △ 93.0
建物火災の1日平均損害額 千円 73 964 △ 891 △ 92.4
建物火災の1件平均焼損床面積 ㎡ 13.92 600.16 △ 586.24 △ 97.7
建物火災の1日平均焼損床面積 ㎡ 0.49 19.73 △ 19.24 △ 97.5
建物火災の1件平均焼損表面積 ㎡ 1.64 3.89 △ 2.25 △ 57.8
建物火災の1日平均焼損表面積 ㎡ 0.058 0.128 △ 0.070 △ 54.7
住 民 1 人 当 た り 損 害 額 円 601 4,941 △ 4,340 △ 87.8

出       火       率 3.6 2.5 1.1 44.0
人口（78,201人　令和6年4月1日現在)

（△は減）
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第２表

年別 第1位 (件) 第2位 (件) 第3位 (件)

不明 4 電気配線 3

たばこ 4 たき火 3

たばこ 4
排気管 3 不明 2

たき火 4

電気機器 2
たばこ 5

電灯・電話等の配線 2

たばこ 3
こんろ 4

裸火 3

排気管 2

交通機関内配線 2

電灯・電話等の配線 3 たき火 2
こんろ 2

たばこ 3 配線器具 2

たばこ 3

裸火 9 摩擦による熱 5 高温気体による熱 4

こんろ
配線器具

たき火
放火

2
2
2
2

2
2
2
2
2

電灯・電話等の配線
電気機器

ブレーキライニング
バーナー

不明

2

2

過去10年間の主な出火原因

ストーブ

放火

たばこ

たき火

2

2

2

2

令和6年

炭火

排気管
平成29年

令和2年

平成27年

平成28年

令和5年

令和4年

令和3年

平成30年

令和元年

たばこ 5
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令和６年中における救急活動の概要 
 
 
１ 救急件数及び搬送人員の状況 
  令和６年中の救急出場件数は、３，７９４件（対前年比６９件、約１．９％

増）、搬送人員は３，３７１人（対前年比３３人、約１．０％増）であり、搬

送人員における年齢別では、高齢者が２，２２９人で全体の約６６．１％を占

めている。また、人口１万人当たりの救急出場件数は約４８５件、搬送人員は

約４３１人で、住民約２３人に１人が救急車によって搬送されたことになる。 
 
２ 事故種別毎の救急出場件数状況 
  救急出場件数を事故種別毎にみると、第１位が急病によるものが最も多く

２，５２８件（全体の約６６．６％）、次いで一般負傷が６１３件（同 約      
１６．２％）、その他（転院搬送等）が３２３件（同 約８．５％）となってい

る。なお、転院搬送３０３件のうち、１１１件が管外転院搬送（１０６件が県

内医療機関、５件が県外医療機関）となっている。 
 
３ 傷病程度別搬送人員の状況 
  搬送人員３，３７１人のうち、傷病の程度が入院を必要としない軽症が  

１，７２６人（全体の約５１．２％）、入院を必要とする中等症が１，２６１

人（同 約３７．４％）、重症が３２３人（同 約９．６％）、死亡６１人（同 約
１．８％）となっている。 

 
４ 急病による搬送人員の状況 
  急病による搬送人員２，２５５人のうち、その他を除く疾病分類別では、消

化器系の１９３人（全体の約８．６％）が最も多く、以下心疾患が１６３人（同 
約７．２％）、呼吸器系１５３人（同 約６．８％）、脳疾患１４５人（同 約６．

４％）となっている。 
 
５ 救急隊員の行った応急処置の状況 
  搬送人員３，３７１人のうち、３，３６９人に応急処置を実施しており、そ

のうち特定行為は、除細動が９件、気管挿管が１２件、静脈路確保が４２件（心

肺停止前１４件、心肺停止後２４件、ブドウ糖投与４件）、薬剤投与が２１件

実施となった。 
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６ 高速自動車国道における救急出場の状況 
  高速自動車国道における救急出場件数は２５件、搬送人員は１８人で、事故

種別の内訳としては、交通事故１２件、急病１０件、一般負傷１件、加害１件、

自損行為１件である。 
 
７ ドクターヘリ要請状況 
  令和３年５月２４日から運行開始となった福井県ドクターヘリは、早期医

療介入により、高度な医療処置の迅速な実施が実現し、福井県の医療体制の強

化が図られた。令和６年における当組合の要請件数は、３０件となっており、

その内、１４件搬送されている。 
また、平成３０年から運航開始されている、京滋ドクターヘリについては、

嶺南地域の救急医療をカバーするため、継続運航しているところであり、令和

６年については、要請件数が９件、その内２件が搬送されている。 
  
以上が、令和６年中の敦賀美方消防組合管内における救急活動の概要である。 
救急出場件数は過去最多となっており、更に軽症傷病者の割合が、全体の約５

１．２％と依然高止まりしていることから、令和６年１０月に福井県内で運用が

開始となった＃７１１９をはじめとした、救急車の適正利用に繋がる、効果的な

情報の発信をしていかなければならない。 
救急救命士法の施行から３０年以上経過し、救急業務の質の向上のため、救急

救命処置が拡大されてきた。救急現場という病院内と異なった環境で行われる

救急救命処置は、安全かつ迅速性が求められ、今日においては、経験豊富な救急

救命士が指導的立場に立ち、住民からの信頼の確保に繋げるために、日々努力を

重ねているところである。今後も、「災害に強い安全で安心なまちづくり」のた

めに、あらゆる事態への対応に備え、関係機関との連携体制の充実強化を図って

いく。 
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81,928 81,103 80,052 79,052 78,201

火      災 18 14 21 17 21

自然災害 1 1 1

水難事故 8 15 8 8 7

交通事故 193 194 238 203 187

労働災害 38 37 43 47 46

運動競技 13 26 23 28 34

一般負傷 484 525 586 597 613

加      害 5 7 9 5 7

自損行為 39 36 42 31 27

急      病 1,973 2,064 2,343 2,462 2,528

そ の  他 280 311 310 326 323

火      災 4 2 5 1

自然災害 1 1 1

水難事故 1 7 3 6 4

交通事故 192 190 214 185 156

労働災害 38 36 40 44 46

運動競技 13 25 22 28 31

一般負傷 448 485 542 540 554

加      害 5 5 8 5 4

自損行為 21 26 32 21 18

急      病 1,828 1,916 2,129 2,213 2,255

そ の  他 261 285 276 290 301

9.2

485.2

令和６年

3,794

1.9

3,371

1.0

10.4

　　　　　　　　  年　別
 区　分

　第１表　　最近５か年救急概況の推移

事

故

種

別

出

場

件

数
事

故

種

別

搬

送

人

員

9.0

管  内  人  口

人口1万人当たりの
372.4 398.1

7.7

8.3

452.7
出場件数

5.8 9.9

一

日

平

均

出場件数 9.9

搬送人員

12.2

搬

送

人

員

人    員 2,811 2,975 3,269

対前年増減比

△16.4

△16.1

471.2

令和２年 令和３年 令和４年

救

急

出

場

件    数 3,051 3,229 3,624

対前年増減比

8.8

8.2

3,725

令和５年

2.8

3,338

2.1

10.2

9.1

5.8
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18 1 2 1 21 1

1 1 1 1

4 3 2 1 1 7 4

79 69 75 62 21 16 12 9 187 156

13 13 22 22 7 7 4 4 46 46

18 16 7 7 7 6 2 2 34 31

236 214 235 208 78 71 64 61 613 554

3 1 3 2 1 1 7 4

13 8 11 8 3 2 27 18

1,043 929 887 792 351 310 247 224 2,528 2,255

211 199 88 79 8 8 16 15 323 301

1,639 1,454 1,332 1,181 474 418 349 318 3,794 3,371

合      計
本　署 気比分署

敦賀消防署
美浜消防署 三方消防署所属区分

出

場

件

数

搬

送

人

員

出

場

件

数

出

場

件

数

搬

送

人

員

出

場

件

数

　　　　　　件数
　　　　　　人員

事故種別

 合      計

労働災害

運動競技

一般負傷

加      害

搬

送

人

員

搬

送

人

員

　第２表　　署・事故種別別救急状況

自損行為

急      病

そ の  他

火      災

自然災害

水難事故

交通事故

搬

送

人

員

出

場

件

数
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令和６年中における救助活動の概要 

 
 

 
１ 救助出場件数及び救助人員の状況 
     種別 
年別 救助出場件数 活動件数 救助人員 

令和６年 ３０件   １５件 １６人 
令和５年 ３１件   １６件 １９人 
前年比 －１件 －１件   －３人 

 
２ 事故種別出場件数の状況 
 

 
３ 構成市町別及び管轄外出場件数の状況 

出場件数を構成市町別でみると、敦賀市２２件、美浜町４件、若狭町４件で

あり、敦賀美方消防組合管轄外は、出場していない。 

事故種別 

 

年別 

火災 
交通 

事故 

水難 

事故 

風水害等  

自然災害

事故 

機械等に

よる事故 

建物等に

よる事故 

ガス及び 

酸欠事故 

破裂 

事故 

その他の

事故 
合計 

令和６年 ０件 １３件 ５件 ０件 ０件      ４件 ０件 ０件 ８件 ３０件 

令和５年 ２件 １８件 ３件 ０件 １件      ２件 ０件 ０件 ５件 ３１件 

前年比 －２件 －５件 ＋２件 ±０件 －１件 ＋２件 ±０件 ±０件 ＋３件 －１件 
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　第１表　　地域別事故種別救助出場の状況

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等

自
然
災
害

事
故

機
械
に
よ

る
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の

事
　
　
故

合
　
　
計

市　街　地 5 1 2 2 10

粟　　　野 1 1 2

中　　　郷 1 1

東　　　郷 1 1 2

愛　　　発 1 1 2

東　　　浦 2 1 3

西　　　浦 2 2

小　　　計 11 4 3 4 22

 耳  地　区 1 2 3

西 郷 地 区

山 東 地 区 1 1

小　　　計 1 1 2 4

三方地区

西田地区 1 2 3

三十三地区 1 1

小　　　計 1 1 2 4

南越消防管内

若狭消防管内

湖北地域管内

高島消防管内

その他

小　　　計

13 5 4 8 30

　　　　　　　種別

地域別

若
　
狭
　
町

(

三
方
地
域
）

管
　
　
　
外

合　　　計

敦
　
　
賀
　
　
市

美
　
浜
　
町
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　第２表　　高速自動車道救助出場状況

番号 発生月日
活動
有無

事故
種別

救助
人員

出場
車両

出場
人員

1 8/3 有 交通 1 4 10

2 9/11 無 交通 0 5 12

　第３表　　事故種別救助活動状況の推移

年　別

　　種別

件数

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等

自
然
災
害

事
故

機
械
に
よ

る
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の

事
　
　
故

合
　
　
計

出場件数 2 16 6 1 4 29

令和２年 活動件数 2 7 4 1 3 17

救助人員 3 8 3 1 2 17

出場件数 1 10 9 1 5 26

令和３年 活動件数 1 8 7 1 2 19

救助人員 8 8 6 1 3 26

出場件数 30 7 2 6 45

令和４年 活動件数 13 5 2 2 22

救助人員 16 4 2 2 24

出場件数 2 18 3 1 2 5 31

活動件数 2 7 2 1 1 3 16

救助人員 1 9 2 1 1 5 19

出場件数 13 5 4 8 30

活動件数 4 2 4 5 15

救助人員 5 2 4 5 16

事故発生場所

敦賀市葉原
北陸自動車道下り５４．
２ＫＰ付近

敦賀市刀根
北陸自動車道上り３８．
８ＫＰ付近
※道路工事のため対面通
行区間

令和５年

令和６年

4時30分

14時32分

覚知時刻
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